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佐
々
木

 

了

慎
建立は寛延 4 年 (1751 年 ) と推察されます。三原地域は、たたら製鉄や米所として栄えました。この総欅づくりの楼門は驕ること
なく仏法を大切にされた方々の篤信を感じます。
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昨
年
来
よ
り
続
い
て
い
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
尊
い
生
命
を
奪
わ

れ
た
方
々
、
悲
し
い
思
い
を
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
自
ら
の
身
を

顧
み
ず
収
束
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
方
々
に
厚
く
感
謝
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、一
九
七
三（
昭
和
四
十
八
）年
に「
親

鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
年
・
立
教
開
宗
七
百
五

十
年
慶
讃
法
要
」
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。
勤

修
の
前
後
に
亘
っ
て
種
々
事
業
計
画
が
策
定

さ
れ
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
以
来
、
懸
案

で
あ
っ
た
壮
年
層
を
中
心
と
し
た
仏
教
壮
年

会
の
必
要
が
宗
門
内
外
か
ら
望
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
。

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
に
は
、「
門

信
徒
会
運
動
」
が
発
足
し
、
そ
の
「
門
信
徒

の
核
」
を
仏
教
壮
年
会
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。

来
る
、二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
は
、「
親

鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
」
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
宗
門
に
於
い
て
多
く
の
課
題

を
か
か
え
て
い
る
今
日
、
展
望
に
つ
い
て
の

一
考
を
述
べ
て
み
ま
す
。

宗
門
の
次
代
を
担
う
幼
少
年
に
注
目
す
べ

き
こ
と
と
し
て
、
現
在
、
宗
門
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
践
目
標
〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て

～
D
-
a
n
a　

f
o
r　

W
o
r
l
d　

P
e
a
c
e
～
〉
―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め

に
―
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

宗
門
一
丸
と
な
っ
て
推
し
進
め
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
機
動
力
と
な
り
、
明
日
へ
の
拓
か

れ
た
道
へ
と
向
か
う
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
社
会
全
般
に
危
惧
さ
れ
て

い
る
人
口
減
少
化
・
少
子
化
・
高
齢
化
に
伴
っ

て
起
こ
る
精
神
的
・
経
済
的
影
響
悪
化
の
解

消
打
破
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
寺
院
側
に
よ
る
社
会
活
動

へ
の
積
極
的
参
画
が
必
然
と
思
わ
れ
ま
す
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
第
十
回
宗
勢
基
本

調
査
報
告
書
」
に
は
、〈
住
職
の
社
会
活
動

の
役
職
〉〝
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
〟
五
・

一
％
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
も

読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

当
教
区
実
践
運
動
の
組
織
部
会
「
同
朋
社

会
部
会
」
事
業
計
画
の
一
つ
に
、〝
フ
ー
ド

バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
〟（「
貧
困
」

や
「
食
品
ロ
ス
」
等
の
解
決
に
取
り
組
み
、

以
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
活
き
活
き

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
出
来
る
支
援
に

努
め
る
。）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
の

組
織
と
提
携
す
る
と
こ
ろ
に
実
現
す
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

壮
年
層
よ
り
次
代
を
担
う
幼
少
年
へ
の
連

鎖
は
、
五
十
年
前
の
二
大
慶
讃
法
要
の
ご
縁

か
ら
、
来
る
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
お

迎
え
す
る
二
大
慶
讃
法
要
へ
と
、
真
宗
念
仏

者
と
し
て
の
社
会
へ
の
貢
献
に
向
け
て
の
実

践
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
に
深

く
刻
み
た
く
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 

合
掌

次
代
を
担
う
幼
少
年
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
陰
教
区
委
員
会
副
委
員
長
　
三
　
明
　
淨　

信



（2）第148号 2021（令和 3）年 3月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

令
和
二
年
十
二
月
、
任
期
満
了
に
伴
う

宗
会
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山

陰
教
区
の
議
員
定
数
は
、
僧
侶
議
員
二
名
、

門
徒
議
員
一
名
で
あ
り
、
と
も
に
立
候
補

者
が
定
数
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
と
な

り
ま
し
た
。
以
下
の
三
名
の
方
々
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
、
掲
載
順
序
は
届
出
順
）

来
る
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
お
勤

ま
り
に
な
り
ま
す
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法

要
」
実
働
体
制
の
人
事
が
発
令
さ
れ
、

原
田
光
生
宗
会
議
員
が
、
三
月
三
十
日
付
、

法
要
総
務
本
部
長
（
非
常
勤
）
に
ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。法

要
の
無
事
円
成
に
向
け
、
ご
活
躍
を

念
じ
ま
す
。

宗
会
議
員
選
挙
報
告

近
年
、
各
地
で
地
震
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
教
区
会
で
「
本
願
寺

山
陰
教
堂
本
館
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
受

け
、
必
要
が
あ
れ
ば
耐
震
工
事
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。」と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
教
堂
運
営
委
員
会
（
責

任
役
員
会
・
総
代
会
）
に
お
い
て
、
対
応

を
検
討
し
、二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
末
、

建
物
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
耐

震
診
断
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

○�

天
井
裏
の
ブ
レ
ー
ス
が
基
準
に
適
合
し

て
お
ら
ず
、
地
震
発
生
時
に
、
屋
根
が

揺
れ
て
天
井
が
崩
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
補
修
工
事
が
必
要
。

○�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を
四
か
所
検
査
。

1
か
所
低
い
値
が
出
た
が
全
体
に
影
響

は
な
い
。

○�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
が
進
ん
で
い

る
。
問
題
の
な
い
数
値
だ
が
、
今
後
劣

本
願
寺
山
陰
教
堂
耐
震
補
強
工
事・御
遷
仏
法
要

本
願
寺
山
陰
教
堂
耐
震
補
強
工
事・御
遷
仏
法
要

化
を
防
ぐ
た
め
に
塗
装
な
ど
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
。

○�

二
階
南
側
部
分
は
中
心
に
柱
が
な
く
、

壁
強
度
が
弱
い
た
め
、
補
強
し
た
方
が

良
い
。

こ
の
診
断
結
果
を
受
け
、
教
堂
運
営
委

員
会
に
お
い
て
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
教
堂
財
産
管
理

委
員
会
の
答
申
、
宗
派
へ
の
手
続
、
業
者
入

札
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年

六
月
に
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

特
に
、
二
階
本
堂
天
井
裏
の
ブ
レ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
建
築
基
準
法
に
適

合
す
る
部
材
に
取
り
替
え
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
本
館
南
側
外
壁
の
上
部
に
は
、

梁
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
補
強

設
置
し
、
壁
面
の
曲
げ
耐
力
を
補
う
よ
う

対
処
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
本
堂
を
使
用
で
き
な
い

た
め
、
工
事
に
先
立
ち
六
月
の
常
例
法
座

に
お
い
て
「
御
遷
仏
法
要
」
を
執
り
行
い
、

ご
本
尊
を
本
堂
か
ら
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
に
御
遷
仏
い
た
し
ま
し
た
。

工
事
は
六
月
二
十
五
日
に
着
工
し
、
九

月
十
日
に
竣
工
。

九
月
の
常
例
法
座
で
「
御
遷
仏
法
要
」

を
執
り
行
い
、
ご
本
尊
を
本
堂
に
御
遷
仏

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
耐
震
補
強
工
事
に
併
せ
て
、
本

堂
の
照
明
を
L
E
D
に
取
り
替
え
、
天
井

の
壁
紙
を
新
調
し
ま
し
た
。

山
陰
教
堂
の
本
館
は
、
一
九
七
六
（
昭

和
五
十
一
）
年
に
建
て
ら
れ
、
四
十
年
以

上
の
年
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
万
一
の

災
害
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
本

山
の
直
属
寺
院
で
あ
り
、
山
陰
教
区
の
教

化
活
動
の
中
心
と
な
る
山
陰
教
堂
の
存
続

の
た
め
に
も
、
今
回
の
補
修
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

僧
侶
議
員

　

岡　

本　

広　

樹

所　

属　

江
津
組　

長
玄
寺　

住
職

生　

年　

昭
和
四
十
年

（
新
人
・
）

 

初
当
選

僧
侶
議
員

　

原　

田　

光　

生

所　

属　

大
田
西
組　

浄
土
寺　

住
職

生　

年　

昭
和
二
十
四
年

（
現
職
・
）

 

四
回
当
選

門
徒
議
員

　

竹　

下　

三　

郎

所　

属　

出
雲
南
組　

專
正
寺　

門
徒

生　

年　

昭
和
二
十
三
年

（
現
職
・
）

 

二
回
当
選

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要

本
部
長
ご
就
任
に
つ
い
て
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一
月
二
十
九
日
、
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
（
令

和
二
）
年
度
勤
式
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「葬

儀
に
つ
い
て
〜
歴
史
的
背
景
か
ら

学
ぶ
」
と
題
し
、
本
願
寺 

楢
本
昌
広
式
務

部
会
役
者
か
ら
、
葬
儀
の
歴
史
、
意
義
な

ど
、
資
料
を
も
と
に
丁
寧
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
「
Z
o
o
m
」
を
使
っ
て
、
本

山
と
山
陰
教
堂
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

で
つ
な
ぎ
、
ご
講
師
の
映
像
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
す
る
形
と
し
ま
し
た
。
出
席
者

は
研
修
室
で
京
都
か
ら
配
信
さ
れ
る
映
像

と
音
声
を
聴
講
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
講
義
を
受
け

る
研
修
会

は
、
山
陰

教
区
で
は

初
め
て
の

試
み
で
し

た
。
大
き

な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く

開
催
す
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
の
苦
し
い
皆
さ
ま
等
に

届
け
る
活
動
で
す
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、
食
品
を
研
修
会

や
大
会
、
総
会
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
に
持

ち
寄
り
、
必
要
と
さ
れ
る
人
た
ち
等
へ
届

け
る
活
動
で
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活

動
は
、い
ま「
目
の
前
に
あ
る
貧
困
」や「
見

え
な
い
貧
困
」、「
食
品
ロ
ス
」
の
解
決
に

取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も
多
く

の
人
た
ち
が
、
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た

生
活
を
「
食
」
で
支
援
す
る
、
真
宗
念
仏

者
の
社
会
実
践
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
山
陰
教
区
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ま
の
お
住
い
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
々
の
寺

院
や
数
ヵ
寺
協
働
で
、
ま
た
は
組
で
、
皆

さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

江
津
組
内
の
寺
院
で
は
、
昨
秋
か
ら

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組
み
、
門
信

徒
の
皆
さ
ま
に
一
人
一
品
の
協
力
を
お
願

い
し
、
集
ま
っ
た
食
品
は
、
毎
回
百
個
以

上
定
期
的
に
地
元
社
会
福
祉
協
議
会
へ
届

け
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
々
の
食
事
に
も
困

窮
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
」

と
、
昨
秋
県
内
の
五
つ
の
社
会
福
祉
協
議

会
を
訪
問
し
た
と
き
の
担
当
者
の
言
葉
で

す
。今

年
二
月
、「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」（
実
践
運
動
）
山
陰
教
区
委
員

会
総
会
で
、
実
践
目
標
〈
貧
困
の
克
服
に

向
け
て
～
D
-
a
n
a 

f
o
r 

W
o
r
l
d 

P
e
a
c
e
～
〉
―
子
ど
も

た
ち
を
育
む
た
め
に
―
を
、
よ
り
具
体
的

に
実
践
し
て
い
く
運
動
の
一
つ
と
し
て
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
、
寺
院
の
お
供
え
や

家
庭
で
食
べ
き
れ
な
い
食
品
を
、
食
べ
物

に
困
っ
て
い
る
人
や
施
設
、
子
ど
も
食
堂
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
へ

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
ご
協
力
を

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
　
山
陰
教
区
委
員
会
　
同
朋
・
社
会
部
会
部
長

江
津
組
　
西
教
寺
　
三

谷

卓

良

社
会
に
あ
ふ
れ
る
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
「
あ
り
が
と
う
」
へ
変
え
る
取
り
組
み
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

届
け
て
い
た
だ
き
た
い
食
品

◯
お
米
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
・
缶
詰
・
瓶
詰
・
乾
麺
・
の
り
・

わ
か
め
・
こ
ん
ぶ
・
粉
末
食
品
（
お
茶
漬

け
の
素
・
ス
ー
プ
・
み
そ
汁
・
ふ
り
か
け

等
）・
調
味
料
（
麺
つ
ゆ
・
砂
糖
・
塩
・

醤
油
・
味
噌
・
酢
・
食
用
油
等
）・
菓
子

な
ど

注
意
い
た
だ
き
た
い
事
項

◯�

賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
一
ヵ

月
以
上
あ
る
も
の
（
社
協
に
よ
り
一
～

三
ヵ
月
）

◯
未
開
封
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

◯
常
温
保
存
が
可
能
な
も
の

勤
式
研
修
会
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本
願
寺
山
陰
教
堂

報
恩
講
法
要
・
御
正
忌
法
要

本
願
寺
山
陰
教
堂
で
は
、十
月
に
「
報

恩
講
法
要
」、
一
月
に
「
御
正
忌
法
要
」

を
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
、
感

染
予
防
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

お
勤
め
し
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
を
設
置
し
、
参
拝
席
は
左
右
一
席
ず

つ
間
隔
を
空
け
、
演
台
に
は
透
明
の
ア

ク
リ
ル
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

お
斎
は
中
止
と
し
ま
し
た
。

法
要
で
は
、
導
師
・
結
衆
・
列
衆
・

奏
楽
員
は
間
隔
を
取
り
、
対
面
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

本
堂
の
様
子
を
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
、
密
を
避

け
つ
つ
参
拝
席
の
確
保
に
努
め
ま
し

た
。ど

な
た
さ
ま
も
、
よ
う
こ
そ
ご
参
拝

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

法要 期日 法要 講師 結衆 奏楽員

報恩講法要 10月21日（水）
午前法要「無量寿経作法」
午後法要「正信念仏偈作法

（第二種）」

苅屋光影 師
（本願寺派布教使・備後
教区深津組光行寺）

飯南組
大田西組

雅龍会（山陰教区
雅楽声明の会）

御正忌法要 1月21日（木）
午前法要「宗祖讃仰作法」
午後法要「宗祖讃仰作法

（音楽法要）」

朝枝曉範 師
（本願寺派布教使・安芸
教区山県中組本立寺）

松江組
佐波組

雅龍会（山陰教区
雅楽声明の会）
伴奏：松江組眞光
寺坊守様

御正忌法要 報恩講法要



（5） 第148号2021（令和 3）年 3月30日

山陰教区ホームページ（https://saninkyoku.net） 検  索山陰教区

研
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
長
ら
く
お
聴
聞

を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
連
研
に

参
加
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
近
年

で
は
連
研
の
参
加
そ
の
も
の
が
初
め
て
の

お
寺
参
り
の
ご
縁
に
な
る
方
も
増
え
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

文
言
の
共
有
が
で
き
か
ね
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
は
中
央
教
修
だ
け
で
な

く
、
時
代
の
中
で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
が
、

だ
ん
だ
ん
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
ご
縁
が
連

研
で
、
一
緒
に
課
題
を
共
有
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
ベ
ー
ス
と
な
る
言
葉
の
共
有
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ご
親
教

を
通
し
て
仏
教
・
浄
土
真
宗
の
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
と
こ
ろ
を
一
緒
に
声
を
出
し
て
読
み

な
が
ら
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
講
義
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

今
年
度
は
中
央
教
修
も
中
止
に
な
り
、

組
連
研
も
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
開
催
で
き

る
か
と
心
配
さ
れ
る
声
も
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
度
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私

自
身
も
ま
た
み
教
え
を
確
認
し
な
が
ら
、

内
省
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
向

き
合
い
、
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
と
苦
悩
を
共

有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
き
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
一
月
二
十
五
日
、
山
陰
教
堂

教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
て
、
大
阪
教
区

よ
り
連
研
中
央
講
師
の
加
藤
真
悟
師
を
お

迎
え
し
、
連
研
の
た
め
の
研
究
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

例
年
は
一
日
か
け
て
、
問
題
提
起
や
分

科
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対

策
と
し
て
、
規
模
を
縮
小
し
、
半
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
講
義
と
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
、『
連
研
ノ
ー
ト
E
改
訂

版
』
に
つ
い
て
、『
連
研
ノ
ー
ト
E
』
か

ら
の
変
更
箇
所
と
十
二
の
問
い
の
変
更
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
話
し
合
い
法
座
に
入
る
前
に
、

「
ご
親
教
『
念
仏
者
の
生
き
方
』
か
ら
学

ぶ
講
義
概
要
に
つ
い
て
」
と
い
う
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
つ

い
て
、
中

央
教
修
を

受
け
ら
れ

る
方
々
が

こ
れ
ま
で

と
様
子
が

変
わ
っ
て

き
た
こ
と

を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
ま
で
連

「
連
研
の
た
め
の
研
究
会
」
に
参
加
し
て

大
田
東
組 

専
勝
寺
　
金

盛

麻
衣
子

す
。
そ
の
ま
ま
朗
読
を
し
て
い
た
だ
い
て

も
、
少
し
解
説
を
加
え
な
が
ら
ア
レ
ン
ジ

し
て
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
も
、
ど
の
よ

う
な
使
い
方
を
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ど

う
か
子
ど
も
達
と
と
も
に
、
阿
弥
陀
さ
ま

の
お
慈
悲
を
お
聴
聞
す
る
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

C
O
V
I
D
¦

19
の
流
行
で
、
子
ど
も

達
の
環
境
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ

し
て
寺
院
活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
お
寺
に

子
ど
も
を
集
め
て
の
子
ど
も
会
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
従

来
の
子
ど
も
会
の
ス
タ
イ
ル
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
達
に
仏
法
を
伝
え

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
『
子
ど
も
向
け
法

話
集
』
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
話
集
は
、
教
区
少
年
連

盟
に
加
盟
し
て
い
る
ご
寺
院
に
は
無
償
で

お
渡
し
し
ま
す
。
連
盟
に
加
盟
し
て
お
ら

れ
な
い
方
に
は
有
償
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
際
は
教
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
少
年
連
盟
で
は
、
教
区
布
教

団
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
『
子
ど
も
向

け
法
話
集
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
教
区
の
少
年
連
盟
と
し

て
例
年
開
催
し
て
い
ま
す
指
導
者
研
修
会

の
開
催
が
困
難
な
た
め
、
指
導
者
の
方
が

子
ど
も
達
に
対
し
て
ご
法
話
を
さ
れ
る
際

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
計
画
し
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
昨
年
来
よ
り
続
く
C
O
V
I
D 

¦
19
流
行
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

子
ど
も
会
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

中
、
少
し
で
も
少
年
教
化
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
法
話
集
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

教
区
布
教
団
の
八
名
の
青
年
布
教
使
の
皆

さ
ま
に
原
稿
を
ご
依
頼
し
ま
し
た
。
ご
法

話
の
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
共

通
し
て
言
え
る
の
は
、
ど
の
ご
法
話
も
子

ど
も
目
線
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
若
い
感
性
で
、
子
ど
も
達

に
ど
の
よ
う
な
言
葉
、
内
容
で
あ
れ
ば
伝

わ
る
の
か
と
言
う
こ
と
を
よ
く
考
え
て
執

筆
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
法
話
集
は
子
ど
も
達
が
手

に
取
っ
て
読
む
と
い
う
よ
り
、
指
導
者
に

活
用
い
た
だ
く
た
め
に
作
成
し
て
い
ま

少
年
連
盟
『
子
ど
も
向
け
法
話
集
』
発
行

少
年
連
盟
　
理
事
長
　
波
　
北
　
　
　
顕

山陰教区「子ども・若者ご縁づくり」公式ホームページができました !!（https://kids-sangha.saninkyoku.net）
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デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性
を
感
じ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

研
修
会
の
ご
講
師
は
山
口
教
区
教
證
寺

の
小
池
秀
章
師
で
、
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
・

若
者
世
代
へ
の
布
教
に
つ
い
て
（
中
高
生

に
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
）」
で

し
た
。

私
は
山
口
教
区
か
ら
山
陰
教
区
に
転
入

後
、
初
め
て
の
布
教
大
会
で
し
た
が
、
山

口
教
区
の
常
例
法
座
で
教
證
寺
さ
ま
に
ご

縁
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
楽

し
み
に
し
て
い
た
大
会
で
し
た
。

小
池
師
は
京
都
女
子
中
学
、
高
校
の
宗

教
科
に
勤
め
ら
れ
た
先
生
で
も
あ
り
ま

す
。私

は
京
都
平
安
中
学
校
と
平
安
高
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
京
都
平
安
は
宗
門
校

と
い
っ
て
も
、
ご
門
徒
は
も
と
よ
り
、
お

寺
の
子
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
や
、
話

す
相
手
が
法
話
を
聴
く
た
め
に
法
座
に
参

る
方
々
で
は
な
く
、
強
制
的
に
仏
教
の
話

を
聴
か
さ
れ
る
子
ど
も
達
、
と
い
う
実
情

も
わ
か
る
の
で
、
京
都
平
安
時
代
の
宗
教

の
時
間
を
思
い
出
し
な
が
ら
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
の
京
都
平
安
は
男
子
校
で
、
宗
教

の
時
間
は
寝
る
時
間
、
と
割
り
切
っ
て
い

山
陰
教
区
布
教
団
「
地
区
別
布
教
大
会
」

が
山
陰
教
堂
に
て
二
月
十
六
日
（
火
）
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
こ
の
度
の
大
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
教
堂
以
外
の
場

所
か
ら
の
参
加
も
で
き
る
も
の
で
し
た
。

私
は
現
在
兵
庫
県
に
お
り
ま
す
の
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
は
ご
講
師
が
京
都
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
発
信
さ
れ
た
の
で
す
が
、
改
め
て

山
陰
教
区
布
教
団
地
区
別
布
教
大
会
に
参
加
し
て

三
隅
組
　
専
称
寺
　
髙

橋

隆

宣

る
同
級
生
も
多
か
っ
た
の
が
実
態
で
す
。

つ
い
先
日
の
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
同

級
生
の
一
人
が
父
親
を
見
送
る
こ
と
と
な

り
、「
俺
、
平
安
に
行
っ
て
良
か
っ
た
わ
」

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

小
池
師
は
真
実
か
ら
現
れ
て
き
た
仏
さ

ま
が
阿
弥
陀
さ
ま
で
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
は

お
願
い
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
阿
弥
陀
さ
ま

の
願
い
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
、
そ
れ
が

仏
教
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
と
子
ど
も
達

に
伝
え
て
き
た
、
と
仰
い
ま
し
た
。

最
後
に
窪
田
副
団
長
か
ら
、
小
池
師
の

講
義
を
「
自
信
教
人
信
」
と
重
ね
合
わ
せ

て
「
伝
え
る
」「
伝
わ
る
」
の
味
わ
い
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
述
の
同

級
生
の
彼
も
寝
て
い
た
は
ず
な
の
に
伝

わ
っ
て
い
た
か
ら
「
平
安
に
行
っ
て
良

か
っ
た
」
と
言
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

実
演
さ
れ
た
四
人
の
先
生
の
ご
法
話
も

私
な
り
に
味
わ
い
を
い
た
だ
き
、
思
い
を

新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
使
っ
た
初
め
て

の
施
行
だ
っ
た
故
、
職
員
の
方
々
の
ご
配

慮
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
お
察
し
申

し
あ
げ
ま
す
。
尊
い
ご
縁
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
発
生
し
た
「
令
和
二
年
七
月

豪
雨
」
で
、
江
の
川
流
域
が
氾
濫
し
、

ご
寺
院
・
ご
門
徒
が
被
災
さ
れ
ま
し

た
。
当
教
区
教
務
所
に
、
教
区
内
外

か
ら
心
温
ま
る
義
捐
金
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
捐
金
に
つ

い
て
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
組
長

様
を
通
し
て
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
た
す
け
あ
い

運
動
募
金
、
四
州
教
区
教
務
所
、
備

後
教
区
教
務
所
、
安
芸
教
区
教
務
所
、

山
口
教
区
教
務
所
、
新
潟
教
区
教
務

所
、
福
岡
教
区
教
務
所
、
佐
賀
教
区

教
務
所
、
四
州
教
区
仏
教
婦
人
会
連

盟
、
四
州
教
区
寺
族
女
性
連
盟
、
四

州
教
区
門
徒
総
代
会
、
山
陰
教
区
仏

教
婦
人
会
連
盟
、
山
陰
教
区
寺
族
婦

人
会
連
盟
、
邑
智
西
組
（
順
不
同
）

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月
三
十
日
現
在

義
捐
金
を

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々

「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
」

義
捐
金
に
つ
い
て（
報
告
）
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行
事
が
中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
寺
婦
）

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
事
業
の

報
告
も
あ
っ
た
。

（
三
）�

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度　

事
業
計
画
（
案
）

事
業
計
画
案
に
つ
い
て
承
認

特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
。

・�

本
年
度
組
に
設
置
さ
れ
た
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
と
し
た
協
議
会
を
開
催
予
定
。

・�

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
実
施
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
ず
は
、
教
区

が
率
先
し
て
実
施
し
、
そ
の
後
、
組

や
寺
院
へ
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
よ

う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

・�

中
止
と
な
っ
た
「
平
和
学
習
の
た
め

の
映
画
上
映
会
（
仮
称
）」
は
、

二
〇
二
一
年
六
月
三
十
日
（
水
）
に

開
催
。
一
年
先
延
ば
し
と
な
る
が
、

戦
後
七
十
五
年
の
追
悼
の
意
味
を
込

め
て
開
会
式
で
勤
行
を
行
う
予
定
。

・�

Ｉ
Ｔ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
部
門
の
設
立
に

一
．
日　
　

時　

�
二
〇
二
一
（
令
和
三
）

年
二
月
十
八
日
（
木
）

　
　

午
後
一
時
三
十
分
～
同
三
時
四
十
五
分

二
．
会�　
　

場　

本
願
寺
山
陰
教
堂

　
　
　
　
　
　
　

教
化
セ
ン
タ
ー 
研
修
室

三
．
出
席
者　

委
員
二
十
五
名

　
　
　
　
　
　
　

※
欠
席
者
十
二
名

四
．
協
議
事
項

（
一
）�「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

（
実
践
運
動
）」中
央
委
員
会
報
告

波
北
顕
中
央
委
員
会
委
員
か
ら
の
報
告

・�「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募

金
」
に
つ
い
て

・�

西
本
願
寺
み
ん
な
の
笑
顔
食
堂
「
笑

顔
塾
」（
学
習
支
援
）
に
つ
い
て

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

・�「
生
き
づ
ら
さ
・
悩
み
」
を
抱
え
る
若

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

（
二
）�

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度　

事
業
報
告

�

事
務
局
及
び
各
部
会
の
部
長
か
ら
資
料

に
基
づ
き
報
告

特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
今
年
度
は
多
く
の

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度 

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動（
実
践
運
動
）

第
二
回 

山
陰
教
区
委
員
会
（
総
会
）
報
告

向
け
、
伝
道
広
報
部
会
で
調
査
・
分

析
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

確
認
さ
れ
た
。

（
四
）
部
会
（
三
部
会
で
協
議
）

（
五
）�

全
体
会
（
各
部
会
で
の
協
議
内

容
を
報
告
・
質
疑
）

特
記
事
項
は
以
下
の
通
り
。

①
同
朋
社
会
部
会

　

・�

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
活
動
に
つ
い
て
、
公
的
機
関
で

は
、
寺
院
に
対
し
て
協
力
し
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ど
う

対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
質
問
が

あ
っ
た
。

　
　

→�

活
動
を
進
め
る
中
で
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
見
え
て
く
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
課
題
を
教
区
で

整
理
・
集
約
し
て
、
組
・
寺
院

へ
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
長
）

　

・�

現
在
、
貧
困
の
問
題
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
次
年
度
以
降

は
、
差
別
問
題
に
つ
い
て
も
研
修

会
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

②
寺
院
活
動
支
援
部
会

　

・�
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
担
当

者
会
企
画
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、　

　

�　

開
催
の
意
義
・
予
算
規
模
な

ど
不
確
定
な
要
素
も
見
受
け
ら

れ
る
た
め
、
引
き
続
き
担
当
者

会
に
お
い
て
内
容
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

③
伝
道
広
報
部
会

　

・�

僧
侶
研
修
会
は
、九
月
に
開
催
予
定
。

　

・�

Ｉ
Ｔ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ

い
て
、
高
齢
者
に
も
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
伝
え
方
を
宗
派

や
教
区
か
ら
示
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
委
員
よ
り
あ
っ
た
。

（
六
）
そ
の
他

　
　

�　

次
回
総
会
は
、
二
〇
二
二
（
令

和
四
）
年
二
月
予
定
。
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こ
と
を
中
心
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

①
実
際
に
や
っ
た
こ
と
を
題
材
に
す
る

一
緒
に
「
お
念
仏
し
た
」「
体
を
使
っ

て
体
験
し
た
」
ま
た
は
「
目
に
見
え
る
も

の
」
を
題
材
に
。

②
疑
問
に
答
え
る

子
ど
も
は
「
な
ぜ
？
・
ど
う
し
て
？
」
と

理
由
を
求
め
た
が
る
も
の
だ
か
ら
明
確
に
。

③
身
近
な
具
体
例
を
考
え
る

子
ど
も
会
な
ど
で
は
、
園
児
～
小
学
六

年
生
ま
で
幅
広
い
年
齢
と
、
様
々
な
環
境

や
立
場
の
子
が
お
り
、
自
分
で
は
あ
た
り

ま
え
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
あ
た
り
ま

え
で
は
な
い
子
が
い
る
。

貧
困
の
問
題
や
体
の
部
位
を
用
い
た
法

話
な
ど
、
色
々
な
可
能
性
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

④
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
言
う
思
い
込
み

に
注
意

⑤
情
報
と
体
験
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

情
報
過
多
の
時
代
、
体
験
が
追
い
付
い

て
い
な
い
。

以
上
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
く
だ

さ
り
、
気
づ
か
さ
れ
る
点
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
お
話
の
中
で
特
に
響
い
た
の
は
、

ご
法
話
が
「
ど
う
と
く
」
に
な
っ
て
い
な

い
か
？
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

令
和
三
年
三
月
四
日
（
木
）、
山
陰
教

堂
に
て
、「
青
年
布
教
使
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
宗
派
及
び
教
区
少
年
連

盟
理
事
長
の
、
江
津
組
光
善
寺
住
職 

波
北

顕
師
を
ご
講
師
に
「
子
ど
も
に
向
け
て
の

法
話
～
阿
弥
陀
さ
ま
を
伝
え
る
表
現
を
考

え
る
～
」
と
題
し
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

前
半
は
、
山
陰
教
区
少
年
連
盟
が
発
行

す
る
『
子
ど
も
向
け
法
話
集
』
の
中
か
ら
、

研
修
会
に
参
加
を
さ
れ
た
三
名
の
青
年
布

教
使
の
ご
法
話
を
味
わ
い
、
執
筆
者
の
感

想
や
反
省
点
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い

た
後
、
こ
の
た
び
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
北
島
副
団
長
・
窪
田
副
団
長
・
瑞
光

委
員
を
は
じ
め
、
波
北
顕
師
・
青
年
布
教

使
の
方
々
に
講
評
を
い
た
だ
く
と
い
う
内

容
で
し
た
。

私
は
講
評
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
中

で
、
伝
道
院
で
ご
講
師
か
ら
「
子
ど
も
に

聞
か
せ
て
伝
わ
る
布
教
を
」
と
教
え
ら
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
お
取
次
ぎ
が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

後
半
は
、
波
北
師
の
経
験
の
中
で
、
子

ど
も
に
伝
え
る
た
め
に
気
を
付
け
て
い
る

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
度
「
青
年
布
教
使
研
修
会
」

大
田
中
組
　
浄
土
寺
　
大

原

浩

市

「
お
か
げ
さ
ま
」
や
「
も
っ
た
い
な
い
」

な
ど
、
よ
く
使
う
言
葉
は
、
小
学
校
の
「
ど

う
と
く
」で
も
教
え
て
い
る
。「
ど
う
と
く
」

に
留
ま
ら
ず
「
仏
法
と
し
て
の
味
わ
い
」

を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
に
と
っ
て
「
布
教
使
と
は
？
」「
伝

道
と
は
？
」
を
改
め
て
問
わ
れ
る
有
意
義

な
研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

合
掌

山
陰
教
区
教
務
所
賛
事
・
本
願

寺
山
陰
教
堂
参
勤
の
窪
田
隆
道

氏
（
神
門
組
・
知
西
寺
住
職
）
が
、

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
十
一
月

二
十
八
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

満
五
十
歳
。

窪
田
隆
道
氏
は
、
一
九
九
七
（
平

成
九
）
年
六
月
か
ら
当
教
務
所
・

当
教
堂
に
二
十
三
年
間
勤
務
さ
れ
、

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
か

ら
は
賛
事
と
し
て
教
区
事
務
運
営

の
重
責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

窪
田
隆
道
氏 

ご
逝
去
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2021（令和3）年度 実践運動 山陰教区  行事予定
部門 行事（事業）名 期日 会場 講師 参加者

教区委員会

実践運動推進委員会（総会） 2 月
実践運動ブロック連絡会議 （5 ブロックごとに自主的に開催）
実践運動人権啓発推進僧侶研修会 （各組または合同開催）
実践運動推進協議会 （各組または合同開催）

同朋社会部会 同朋社会研修会 6月30日（水） あすてらす

寺
院
活
動
支
援
部
会

連研のための研究会 10 月頃
連研履修者研修会 3 月頃
キッズサンガ通信発行
組サポーター研修会 10 月以降 本願寺山陰教堂 ― ―
子ども・若者ご縁づくり教化資料発行 （しおり頒布）
ご縁まち交流 ― ― ― ―

伝
道
広
報
部
会

カレンダー・伝道資料・冊子発行 10 月発行
教区報 ｢ 山陰 ｣ 発刊　 149号・150号・151号
ホームページ「山陰教区」 (https://saninkyoku.net)
僧侶研修会 9月2日（木） 本願寺山陰教堂 満井秀城師
勤式講習会（僧侶研修会と併修） 9月2日（木） 本願寺山陰教堂 勤式指導員
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 1月25日（火） 本願寺山陰教堂 小笠原弘之師

勤式練習所
6月3日（木）
7月7日（水）
1月25日（火）研修会併修

本願寺山陰教堂 勤式担当者

オンラインに関する取り組み （調査・分析）
社推協 各施設カレンダー配布

ビハーラ

ビハーラ山陰総会・研修会 6 月頃 ― ― ―
ビハーラ活動第 4 連区研修会 10 月～ 11 月頃 オンライン
ビハーラ全国集会 ― ― ― ―
ビハーラ公開講座 3 月頃
ビハーラ山陰機関誌発行 8 号発行予定

門徒推進員

総会 ･ 研修会
実践運動研修会
第４連区門徒推進員実践運動研修会 四州教区
会報 ｢ ともしび ｣ 発行 21 号発行予定

布教団

総会・研修会 4月26日（月） 本願寺山陰教堂 野村淳爾師
地区別布教大会 2 月 石西ブロック担当
教区青年布教使研修会
第４連区布教使研修会 7月1日（木） 備後教区（オンライン） 相馬一意師
第４連区青年布教使研修会 10月4日（月） 山口教区（オンライン） 岡村謙英師
研修旅行
寺院振興 ｢ ともしび法座 ｣ （組長からの申請に基づき実施）

総代会
総代研修会
第 4 連区門徒総代研修会 10月26日（火）・27日（水） 山陰教区
会報「門徒総代会だより」発行

壮年会

仏教壮年会会員研修会 ― ― ― ―
総会 ･ 研修会 6 月 12 日（土） 本願寺山陰教堂 佐々木了慎教務所長
ブロック研修会（鳥取地区） 鳥取伯耆組
ブロック研修会（出雲地区） 出雲組
ブロック研修会（石見地区） 川本組
連区連絡協議会 2 月頃 安芸教区
全国仏教壮年会大会 ― ― ― ―
会報「壮創」発行 3 月頃

婦
人
会

仏
婦

総会・研修会 5 月（延期） 松江テルサ
実践運動研修会 9 月頃
初心者のための浄土真宗（教区若婦人聞法の集い）
連区連絡協議会 ― ― ― ―
中四国地区仏教婦人会大会 ― ― ― ―
仏教婦人幹部研修会
若婦人中央研修会
総連盟総会 4月22日（木）（中止） オンライン 小池秀章師
世界仏教婦人会大会 ― ― ― ―

寺
婦

寺族婦人研修会
寺族若婦人研修会
会報「寺婦のひろば」発行 24 号発行予定

青
少
年

少
年

総会・研修会 5 月 10 日（月） 本願寺山陰教堂 ―
指導者研修会　
少年連盟中央研修会 3 月 29 日（土）〜 31 日（木） 本願寺
中 ･ 四国ブロック指導者研修会 6 月 24 日（木） オンライン 伊藤一統氏
少年教化推進者研修会 9 月 28 日（火）〜 29 日（水） 開法会館
広報紙 ｢ はばたき ｣ 発行 3 月頃

保
育

まことの保育大学講座（連区） 四州教区
全国保育大会 ― ― ― ―
総会・理事会

仏
青

中四国ブロック真宗青年の集い
全国仏教青年のつどい 10月23日（土） 本願寺
青少年教化指導者研修会

野
球

全国寺族青年軟式野球大会
中 ･ 四国地区寺族青年野球大会 5 月 13 日（木） 倉敷マスカット球場（岡山県）

矯正教化
矯正教化連盟山陰教区支部総会
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会 山口教区

保護司 更生保護事業支部総会
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【歳　入】	 【歳　出】	

2021（令和3）年度 山陰教区一般会計 歳計予算

款　　　　　項 2021年度予算額 2020年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 35,250,000 35,550,000 △ 300,000

1 本年度賦課金 35,250,000 35,550,000 △ 300,000

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 10,020,000 10,500,000 △ 480,000

1 宗派助成金 10,020,000 10,500,000 △ 480,000

3 願記手数料 1,800,000 2,000,000 △ 200,000

1 願記手数料 1,800,000 2,000,000 △ 200,000

4 回　　　　金 110,000 110,000 0

1 回　　　金 110,000 110,000 0

5 雑　　収　　入 835,000 840,000 △ 5,000

1 雑　　収　　入 835,000 840,000 △ 5,000

6 前年度繰越金 8,500,000 6,000,000 2,500,000

1 前年度繰越金 8,500,000 6,000,000 2,500,000

合　　計 56,515,000 55,000,000 1,515,000

【歳　出】	
款　　　項　　　目 2021年度予算額 2020年度予算額 対比△減

1 教区事業費 13,120,000 13,740,000 △ 620,000

1 総合教化企画費 2,350,000 2,750,000 △ 400,000

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 2,350,000 2,750,000 △ 400,000

2 教化費 5,470,000 5,600,000 △ 130,000

1 寺院機能振興費 1,300,000 1,400,000 △ 100,000

2 婦人青少年費 1,150,000 1,150,000 0

3 総代・壮年費 400,000 300,000 100,000

4 研修費 1,420,000 1,550,000 △ 130,000

5 矯正福祉費 350,000 350,000 0

6 文書伝道費 800,000 800,000 0

7 教化活動費 50,000 50,000 0

3 助成費 5,050,000 5,140,000 △ 90,000

1 布教団助成金 330,000 350,000 △ 20,000

2 各種団体助成金 490,000 490,000 0

3 地方教化助成費 4,230,000 4,300,000 △ 70,000

4 災害対策費 250,000 250,000 0

1 災害活動費 250,000 250,000 0

2 会議費 1,950,000 2,250,000 △ 300,000

1 会議費 1,950,000 2,250,000 △ 300,000

1 教区会議費 1,300,000 1,450,000 △ 150,000

2 組長会費 400,000 550,000 △ 150,000

3 各種会議費 200,000 200,000 0

4 職員会議費 50,000 50,000 0

3 教務所費 23,610,000 22,930,000 680,000

1 人件費 18,410,000 17,280,000 1,130,000

1 教務所職員俸給 11,200,000 10,100,000 1,100,000

2 賞与 2,300,000 2,400,000 △ 100,000

3 退職交付金 10,000 0 10,000

4 福祉費 2,750,000 2,500,000 250,000

款　　　項　　　目 2021年度予算額 2020年度予算額 対比△減

5 諸手当 2,100,000 2,180,000 △ 80,000

6 教区勤式指導員事務費 50,000 100,000 △ 50,000

2 事務費 3,400,000 3,650,000 △ 250,000

1 通信印刷費 1,700,000 1,950,000 △ 250,000

2 事務消耗品費 600,000 600,000 0

3 事務諸費 1,000,000 1,000,000 0

4 備品費 100,000 100,000 0

3 旅費 1,200,000 1,400,000 △ 200,000

1 交通費 1,200,000 1,400,000 △ 200,000

4 諸費 600,000 600,000 0

1 慶弔供奠費 150,000 150,000 0

2 接待費 50,000 50,000 0

3 渉外費 200,000 200,000 0

4 雑費 200,000 200,000 0

4 回金 12,550,000 12,410,000 140,000

1 回金 12,550,000 12,410,000 140,000

1 山陰教堂運営費 10,600,000 10,460,000 140,000

2 災害対策費 700,000 500,000 200,000

3 退職積立金 1,000,000 1,000,000 0

4 子ども・若者推進事業費 50,000 50,000 0

5「各種法要」積立金 0 0 0

6 平衡資金 0 0 0

7 慶讃法要費 200,000 400,000 △ 200,000

5 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

1 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

1 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

6 予備費 5,185,000 3,170,000 2,015,000

1 予備費 5,185,000 3,170,000 2,015,000

合　　計 56,515,000 55,000,000 1,515,000
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2021（令和3）年度 本願寺山陰教堂 常例法座 燈映会
各月13：30～（10月と1月を除く） ブロック 組　名 寺　号 講　師　名
2021 年 4 月 21 日 水 石　東 大 田 西 西臨寺 荒本　由未

5 月 21 日 金 邑　智 千 須 賀 浄福寺 小玉　教雄
6 月 21 日 月 石　西 三　隅 淨圓寺 田中　宣隆
7 月 21 日 水 鳥取・出雲 出　雲 宗玄寺 藤森　觀海
8 月 20 日 金 石　東 大 田 中 淨福寺 髙津　眞悟
9 月 21 日 火 邑　智 邑 智 東 高善寺 武田　正知

10 月 21 日
木 教区外

報　恩　講　法　要
AM10：30～

寺西龍象 師（安芸教区）PM1：30～　

12 月 21 日 火 石　西 江　津 慈照坊 三瀧　香順
2022 年 1 月 21 日

金 教区外
御　正　忌　法　座

AM10：30～
中村英龍 師（安芸教区）PM1：30～　

2 月 21 日 月 鳥取・出雲 飯　南 真向寺 吉川　光城
3 月 18 日 金 石東 大 田 東 松林寺 林　　　彰

各月 15 日～ 17 日 ブロック 組　名 寺　号 講　師　名
2021 年 4 月 休線

7 月 休線
9 月 邑　智 千須賀 永照寺 吉川　　恭

10 月 石　西 江　津 正福寺 三浦志保子
2022 年 3 月 鳥取・出雲 出　雲 龍善寺 柳樂　由乗

2021（令和3）年度 山陰教区 鳥取常例線

2020（令和2）年度　ともしび法座開座報告
開催組 開催寺院 法座名 開座日 出講講師

１ 佐　波 大　光　寺 報　恩　講 令和 2 年 11月7日 土 小　野　隆　志

２ 鹿　足 了　徳　寺 御正忌報恩講 令和 3 年 1月10日 日 齋　藤　友　法

　山陰教区では、住職不在等の理由で法座開催が困難になっているご寺院を対象に寺院機能の振興を目的と
して、教区布教団員の奉仕布教による「ともしび法座」を開座しています。この法座は、平成 14 年度（平
成 16 年度より「ともしび法座」に名称変更）から実施され、今年で 20 年目を迎えます。これまでに報恩講・
永代経法要など延べ約 180 座に出講いたしました。人口減少・高齢化等の影響で寺院を取り巻く状況は益々
厳しくなっています。さまざまな理由から法座が開催できないなどお困りの場合は、教務所までご相談くだ
さい。詳細についてご案内いたします。
※申請は、寺院の所属する組長からしていただくことになります。

山陰教区寺院振興「ともしび法座」のご案内
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2021（令和3）年度　山陰教区「勤式練習所」日程・内容

開催日 時間 内容 会場 講師 準備物

6月3日（木） 13：30～16：00

開所式
正信念仏偈作法
　・三奉請
　・頌讃
　・正信念仏偈
　・十一句念仏
　・回向句
椅子席作法
コロナ禍でのお勤め

報恩講の
お勤め①

本願寺
山陰教堂

山陰教区
勤式担当者

勤式集または声明集
法式規範
中啓・双輪念珠
平 服・ 布 袍・ 輪 袈 裟・
単念珠

7月7日（水） 13：30～16：00

讃弥陀偈作法
　・総礼頌
　・頂礼文
　・十二光讃
　・回向句
往生日没礼讃偈
椅子席作法
コロナ禍でのお勤め

報恩講の
お勤め②

本願寺
山陰教堂

山陰教区
勤式担当者

勤式集下巻（必須）
声明集
法式規範
中啓・双輪念珠
平 服・ 布 袍・ 輪 袈 裟・
単念珠

1月25日（火）
※

13：30～17：00 仏具の法式故実（仮）
※勤式研修会と併修

教区内
全僧侶
対象

本願寺
山陰教堂

小笠原弘之 師
（大田中組玉泉寺）

平 服・ 布 袍・ 輪 袈 裟・
単念珠

※ 1 月の練習所の詳細については、後日改めてご寺院宛に案内いたします。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、細心の注意を払って開講いたします

　2021（令和 3）年度開催予定の山陰教区行事（研修会・会議など）について、今後新型コロナウイルス
（COVID-19）の感染が引き続き拡大していく場合、日程・内容を変更する場合がございます。
　その際は、文書や教区公式サイト等でお知らせいたします。

新型コロナウイルス感染症拡大への対応について

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・

立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
ワ
ッ
ペ
ン

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
本
山
・
西
本
願
寺
で
お
勤
ま
り
に
な
り
ま
す
「
親

鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
」
は
、
親
鸞
聖
人
の

ご
誕
生
を
祝
い
、
浄
土
真
宗
の
教
え
を
お
示
し
く
だ
さ
っ
た｢

立
教
開
宗｣

に
感

謝
す
る
法
要
で
す
。

こ
の
た
び
、
宗
門
に
お
い
て
法
要
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ

た
ワ
ッ
ペ
ン
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ッ
ペ
ン
に
は
五
色
あ
り
、
各
寺
院
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
当
教
務
所
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
教
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

連
絡
願
い
ま
す
）
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感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　松江支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。

実
践
運
動
の
取
り
組
み

益
田
組

　組
長

　藤

　谷

　一
　劍

益
田
組
は
二
〇
一
七
年
度
ま
で
の
三
ヶ

年
の
実
践
目
標
を
「
日
常
の
寺
院
活
動
〜

地
域
と
寺
院
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」
と

し
て
ご
門
徒
宅
の
仏
壇
の
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
必
要
で

な
い
も
の
の
撤
去
、
不
備
を
整
え
る
等
正

し
い
お
荘
厳
に
な
る
よ
う
ご
門
徒
に
確
認

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
仏
壇
が
整
っ
た
ら
、

お
給
仕
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は

家
族
揃
っ
て
阿
弥
陀
さ
ま
に
手
を
合
わ
せ

て
お
念
仏
を
称
え
お
礼
を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
今
一
度
周
知
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

最
終
年
度
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
全
門
徒
に
配
布
し
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
度
か
ら
の
実
践
目
標
は

〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～
D
-a
n
a　

f
o
r　

W
o
r
l
d　

P
e
a
c
e

～
〉
―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
―
と

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
実
施
し
て

い
る
夏
休
み
中
の
「
仏
の
子
ど
も
の
集
い
」

を
行
う
と
と
も
に
、
三
隅
組
、
鹿
足
組
と

合
同
の
児
童
念
仏
奉
仕
団
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
実
践
運
動
推
進
協
議
会
で
は

二
〇
一
八
年
度
、
二
〇
一
九
年
度
に
は
本

山
の
子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
室

部
長
、
榮
俊
英
師
、
熊
谷
正
明
師
を
講
師

に
迎
え
て
、
子
ど
も
と
の
ご
縁
づ
く
り
、

日
常
・
平
素
の
法
要
・
行
事
で
は
寺
院
・

組
と
し
て
何
が
今
で
き
る
か
を
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
接
す
る
時
の
「
心
得
」
が
大

切
で
、大
経
の
「
当
相
敬
愛
」
の
心
で
接
し
、

子
ど
も
も
私
も
阿
弥
陀
さ
ま
の
一
人
の
子

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
集
い
」
の
会
場
は
お
寺
が

中
心
な
の
で
、
靴
を
揃
え
る
、
本
堂
へ
の

出
入
り
の
お
礼
、
念
珠
の
持
ち
方
、
合
掌

礼
拝
の
し
か
た
、
お
勤
め
の
作
法
等
に
つ

い
て
、
手
本
を
示
し
な
が
ら
伝
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

組
内
を
益
田
・
美
都
・
匹
見
の
三
地
区

に
分
け
、
順
番
に
会
場
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
け
る
寺
院
を
決
め
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
内
容
も
そ
の
地
域
に
合
わ
せ

て
特
色
の
あ
る
も
の
に
、
と
工
夫
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
自
分
達
の
ふ
る

里
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
美
都
地
区
で
は
樹
齢
六
百
年
と
い
わ

れ
る
「
城
山
さ
く
ら
」
へ
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
と
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
夏
休
み

中
な
の
で
花
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
大
木
を
見
て
六
百
年
の
歴
史

と
桜
の
い
の
ち
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

匹
見
地
区
で
は
清
流
日
本
一
と
い
わ
れ

て
い
る
匹
見
川
で
の
川
遊
び
を
体
験
し
ま

し
た
。
水
の
中
と
い
う
こ
と
で
、
全
員
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
。
大
人
の
監
視
等

安
全
面
に
は
配
慮
し
ま
し
た
。
高
い
岩
か

ら
川
面
へ
の
飛
び
込
み
、「
い
か
だ
」
で

の
遊
び
等
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
夢
中
で

過
し
、
思
い
出
に
残
る
一
時
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
冬
休
み
の
年
末
に
、「
う
す
」

「
き
ね
」
を
使
っ
て
餅
つ
き
大
会
を
開
催

し
、
親
子
で
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
仏
さ

ま
へ
の
お
供
え
の
餅
を
つ
く
り
、
そ
の
場

で
私
達
も
ご
ち
そ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
計

画
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
た
め
、
計
画
は
中
止

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
へ

移
行
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
状
況

次
第
で
ど
う
な
る
か
様
子
見
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、「
お
寺
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」、

更
に
は
秋
に
「
芋
煮
大
会
」
等
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。
住
職
、
寺
族
婦
人
会
、
仏

教
婦
人
会
、
門
徒
推
進
員
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
仏
の
子
を
育
て
て
い
き
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
組
の
青
少
年
育
成

委
員
会
が
担
当
で
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

山陰教区内テレフォン法話
お電話でお聴聞いたしましょう

大田中組　0854-87-0334　
　※本年2月から電話番号が変わりました

大田西組　0855-65-2626

邑智東組　0855-83-1234
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近
所
の
ご
老
僧
に
「
昔
の
教
務

所
は
松
江
駅
の
真
横
で
、
ベ
ル
が

鳴
っ
て
か
ら
教
務
所
を
出
て
も
列

車
に
間
に
合
っ
た
」
と
い
う
話
を

よ
く
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
教
務
所
に
伺
っ
た

の
は
、
高
校
一
年
生
の
春
、
父
に

連
れ
ら
れ
て
得
度
考
査
を
受
け
た

と
き
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
数
年
経
ち
ま
す

が
、
そ
の
間
「
親
鸞
聖
人
七
百
五
十

回
大
遠
忌
法
要
」
前
後
に
は
お
育

て
の
ご
縁
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
七
月
、
初
め
て
編
集
会

議
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
窪
田
賛
事
が
い
つ
も
の
優
し

い
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
り
嬉
し

か
っ
た
こ
と
、
緊
張
し
て
得
度
考

査
を
受
け
た
こ
と
、
教
化
セ
ン

タ
ー
の
落
慶
法
要
に
遇
え
た
こ
と

な
ど
、
帰
る
道
々
、
思
い
出
し
な

が
ら
九
号
線
を
走
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
教
区
報
担
当
者
会

に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、

大
田
東
組
専
念
寺
の
菅
原
敦
樹
と

申
し
ま
す
。
若
輩
者
で
す
が
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

合　

掌

「
内
か
ら
外
へ
」。
そ
ん
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
掲
げ
、
今
年
度
の
楽
法
会
は
ス
タ
ー

ト
。
内
（
会
員
）
で
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
外
（
社
会
）
か
ら
学

ん
で
い
く
会
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い

の
も
と
、
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

「
楽
法
会
法
座
」
は
福
祉
施
設
に
て
「
お

年
寄
り
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
法

座
を
計
画
。「
楽
法
会
研
修
旅
行
」
は
足

立
美
術
館
に
て
「
庭
師
に
学
ぶ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
計
画
。
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

開
催
を
断
念
し
ま
し
た
。　

活
動
が
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
る
中
、
残

る
計
画
事
業
は
一
つ
。「
楽
法
会
公
開
講

座
」。
テ
ー
マ
は
「
葬
儀
社
に
学
ぶ
」。

山
陰
教
堂
を
会
場
に
、
葬
儀
社
の
方
を

講
師
と
し
て
迎
え
、
急
速
に
変
わ
り
ゆ

く
葬
儀
の
形
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
よ

う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
は

参
加
対
象
を
会
員
に
限
定
せ
ず
、
公
開

講
座
と
し
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
後
援

を
い
た
だ
き
広
く
Ｐ
Ｒ
。
開
催
に
向
け

て
役
員
に
て
会
議
、
打
合
せ
を
重
ね
ま

し
た
。
松
江
市
内
で
の
感
染
情
報
も
届

く
中
、
当
日
ま
で
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々

で
し
た
が
、
会
場
の
ご
理
解
、
ご
協
力

も
あ
り
、
一
月
二
十
七
日
、
楽
法
会
の

今
年
度
初
事
業
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二
十
八
名
の
ご
参
加
の
も
と
、
先
ず
、

第
一
部
で
は
ご
講
師
の
二
人
か
ら
ご
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
仕
事
に
対

す
る
真
摯
な
姿
勢
・
思
い
、
そ
し
て
僧

侶
に
対
す
る
数
々
の
ご
提
言
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
中
、
私
自
身
、
襟
を
正
す

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
第
二
部

は
ご
講
師
・
会
員
三
人
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
各
地
域
で
の
葬
儀
の

現
状
を
確
認
し
、
相
互
で
問
題
意
識
の

共
有
を
図
り
ま
し
た
。「
お
坊
さ
ん
要
り

ま
せ
ん
」「
法
話
は
故
人
に
触
れ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
僧
侶
に
は
聞
こ
え
て
こ
な

い
ご
遺
族
の
厳
し
い
声
の
ご
紹
介
も
あ

り
、
そ
の
客
観
的
な
視
点
を
学
ぶ
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
当
講
座
を
通

し
、
僧
侶
間
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の

葬
儀
社
さ
ん
と
ご
一
緒
に
話
し
合
い
を

持
て
た
こ
と
を
、
私
自
身
、
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

講
師
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
小

山
裕
二
様
・
森
脇
龍
美
様
を
始
め
、
ご

参
加
の
皆
様
、
山
陰
教
区
教
務
所
様
に

心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と

も
楽
法
会
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

楽法会 会長　江津組 浄光寺
能　美　顕　之

楽法会公開講座「葬儀社に学ぶ」


